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「
風
に
吹
か
れ
て
」
と
い
う
ボ
ブ
・

デ
ィ
ラ
ン
の
歌
が
あ
る
。
当
時
の
ア
メ

リ
カ
で
世
の
中
を
変
え
た
い
と
願
う

人
々
の
間
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
の
曲
は
、
奥
の
深
い
歌
詞
と
シ

ン
プ
ル
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
い
つ
聴
い
て

も
原
点
に
帰
し
て
く
れ
る
。
風
に
は

形
が
な
い
。
何
事
に
も
と
ら
わ
れ
な
い

し
、
こ
だ
わ
ら
な
い
。
英
語
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
に
は「
予
感
」と
い
う
意
味
も
あ
る
。

形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
時
代
の
風
を
感

じ
て
常
に
変
化
し
続
け
、
風
の
ご
と

く
生
き
た
い
と
思
う
。
桜
の
季
節
は

別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
も
あ
る
。

“
散
る
桜
、
残
る
桜
も
散
る
桜
”

答
え
は
常
に
風
の
中
に
あ
る
！（

清
水
）

「宮本常一の写真に読む　失われた昭和」
佐野眞一著　　平凡社　1,600円（税別）

「宮本常一写真図録　第2集」
日本人の暮らし　昭和37～39年
編者：周防大島文化交流センター、東京写真月間実行委員会（社団法人日
　　　本写真協会、東京都写真美術館）
みずのわ出版　2,300円（税別）

　平成になって20年がゆうに過ぎた。「昭和」という時代がどんどん遠ざ
かっていく。宮本常一は、ごく当たり前の庶民の暮らしや何の変哲もない
風景などを生涯で約10万枚の写真を撮影している。高度経済成長期の中
にあっても、名もなき土地の名もなき人を訪ね記録し続けた。著者は、約
200枚の写真を通して、日本人が捨て去ってきたものやかつて持ってい
たものの見方などを紹介している。貧しくても夢や希望や笑いがあった
時代の思いを、今だからこそ改めて考えていかなければならない。この中
の写真から、あなたは「昭和を、今を」どう読むだろうか？

　第１集は、「瀬戸内海の島と町　広島・周防・松山付近」の紹介で、
2007年８月に発行されている。今回は、戦後の日本が高度経済成長に向
かう時代の昭和37～39年を題材にしている。鹿児島県大隈半島、萩市見
島、天竜川流域、青森県下北半島、北海道礼文島、周防大島を収録。昨年
の「東京写真月間2008」の企画展示がモチーフになっているとのこと。
ベタ焼きを多数使い、当時の宮本常一の視線を感じれることうけあい。

宮本常一を語る愛媛の会　　豊田　渉

上段左より：◦松本 宏（伊予市）　◦武田 昭文（全農愛媛県本部）   
　　　　　　　◦小方 悟 主任研究員　◦吉良 大助（八幡浜市）
下段左より：◦土井田 真里 事務員　◦森川 保男 専務・所長
　　　　　　◦芝 加納子 事務員

今年度のスタッフです
　平成21年度 （財）えひめ地域政策研究センターまち
づくり活動部門は右のスタッフで活動します。今年度
もよろしくお願いいたします。


